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インクルーシブスポーツとしてのボウリングの可能性
佐藤　紀子

The potential of bowling as an inclusive sport

Noriko Sato

1.  はじめに
近年，「ダイバーシティ＆インクルージョン」

という言葉を耳にすることが増えている。ダイ
バーシティ＆インクルージョンとは，「ダイ
バーシティ（多様性）を尊重し，異なる価値観
や能力をインクルージョンする（抱合する・活
かし合う）ことで，イノベーションや新たな価
値創造につなげ，一人ひとりが活躍でき，居場
所を見つけられる社会をめざす取り組み」（日
本財団，2021），「年齢や性別，国籍，学歴，特
性，趣味嗜好，宗教などにとらわれない多種多
様な人材が，お互いに認め合い，自らの能力を
最大限発揮し活躍できること」（厚生労働省，
2022）を意味している。

スポーツの世界でも，「誰もがともに楽しめ
るインクルーシブスポーツ」（スポーツ庁，
2024）という考え方が広がりつつある。本稿で
は，「インクルーシブスポーツ」の定義を確認
し，ボウリングにおける多様な人々のニーズに
対する配慮を説明する。その後，一般社団法人
全 日 本 視 覚 障 害 者 ボ ウ リ ン グ 協 会（ 以 下
BBCJ）の「インクルーシブチーム戦」を紹介
し，「インクルーシブスポーツ」としてのボウ
リングの可能性についてみていく。

2.  インクルーシブスポーツとは
「インクルーシブスポーツ」とはどのような

スポーツを指すのだろうか。「インクルーシ
ブ・スポーツ・フェスタ」を開催している公益
財団法人横浜市スポーツ協会（2024）は，イン
クルーシブスポーツを「障害の有無や年齢，性
別，国籍等を問わず誰もが相互に人格と個性を
尊重し支え合い，人々の多様な在り方を相互に
認め合える全員参加型の社会である共生社会の
実現に向けた取組を推進する，各人の適正に
あったスポーツ活動のこと」と説明している。
また，細田ら（2014）は「障害のある人とない
人が共にするということではなく，『障害があ
るなしにかかわらずおのおののニーズに配慮し
たスポーツ』」と定義している。「インクルーシ
ブスポーツ」とは，全ての人を包摂したスポー
ツであり，一人一人のニーズに合わせたスポー
ツ（佐藤，2018）だといえる。

インクルーシブスポーツと似た考え方に「ユ
ニバーサルスポーツ」がある。川名（2012）は，

「ユニバーサルスポーツとは，ノーマライゼー
ションの考え方を基にしており，障害の有無に
関係なく，一緒にできるスポーツをさし，体力，
体格の違いで有利不利がおこりにくいよう配慮
されているのが特徴である」としている。兒玉
ら（2023）は，用具やルールを工夫して，障害
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の有無や年齢，性別等に関係なく楽しめるス
ポーツだと述べている。また，藤田（2023）は
ユニバーサルスポーツが持ち合わせるべき ２ つ
の要件を挙げている。一つ目は，そのスポーツ
やレクリエーションの場に集まった人たち，誰
でもが一緒に参加できるスポーツであること。
ここでいう「誰でも」というのは，各種障害の
ある人・ない人，幼児から高齢者まで，全ての
人が参加できるということではなく，その場に
集まった人たちがルールや用具を柔軟に変更
し，参加できるということを意味している。二
つ目は，勝敗が決まるスポーツの場合，参加し
た全ての人やチームが勝者になる可能性を持つ
ことである。

ここで，ユニバーサルスポーツとインクルー
シブスポーツの相違点を整理する。ユニバーサ
ルスポーツでは，その場にいる人々が年齢や性
別，障害の有無，体力や体格の違いによって有
利不利が生まれないように工夫された一つの用
具やルールを用い，皆が公平に参加できること
を目指している。一方で，インクルーシブス
ポーツは，その人の特性によるニーズに配慮
し，能力を発揮できるようルールや用具を工夫
したうえで，共にスポーツを楽しむこと，一人
一人のニーズに合わせつつ共に参加することを
目指している。
「インクルーシブスポーツ」という考え方に

は，まだ定まった定義はない状態である（秋田，
2022：佐藤，2018）が，本稿では，参加者の特
性，ニーズに合わせ，それぞれが自身の能力を
最大限に発揮できるようルールや用具を工夫
し，多様な人々が共に参加できるスポーツをイ
ンクルーシブスポーツとして，論を進める。

3.  インクルーシブスポーツとしてのボウリング
ボウリングは国民スポーツ大会の実施競技で

あり，全日本選手権大会や世界選手権大会も開
催されるれっきとした競技スポーツである。し

かしながら，一般的にはボウリングは，レクリ
エーションやレジャーとしてとらえられること
が多いように思われる。大学生がボウリングを
ど の よ う に 見 て い る の か を 調 査 し た 村 松

（2017）は，「現代の若者にとっては真剣に勝敗
を競うスポーツ，すなわち“競技スポーツ”と
しての認識が希薄であった。しかし，多様なス
ポーツが生まれている現代にあっても，ボウリ
ングは遊び，友達とのコミュニケーションを目
的とする手軽な“レクリエーショナル・スポー
ツ”として若者に受け入れられているのであ
る」と述べている。

社会学の観点からボウリングブームやその後
のボウリングを取り巻く状況を論じた笹生

（2017）は，ボウリングは，競技そのものを楽
しむスポーツという顔と飲食や仲間との交流，
ゲーム機での遊びも併せて楽しむレジャーとし
ての顔を持つとしている。つまり，ボウリング
はレクリエーションやレジャーとしても，競技
としても取り組めるスポーツであり，その楽し
み方は多様であるといえる。

ここでは，競技スポーツとしてのボウリング
が，投球する人の特性やニーズに合わせて，そ
の人の能力を発揮できるようなルール，用具を
工夫することが可能であること，多様な人々が
それぞれに合ったルール，用具を用いて共に楽
しめることを説明していく。

３ ．１ 　年齢
ボウリングは子どもから高齢者まで，多様な

年齢層が楽しめるスポーツである。
日本のボウリング競技を統括し，代表する団

体である公益財団法人 JAPAN BOWLING（以
下 JB）注 １ ）は毎年「全日本年齢別ボウリング選
手権大会」を開催している。「ジュニアからシ
ニアに至るまで，どの世代でも全国トップを目
指せるボウリング」というコンセプトで，「同
じ世代同士で実力を試したい，という選手側の
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ニーズに応えた人気のある大会」（JB，2024a）
となっている。年代別で個人戦がおこなわれ，
19歳以下，20歳代，30歳代，40歳代，50歳代，
60歳代，70歳以上の部， ７ 部門で優勝者を決定
している。70歳以上の部においては，75歳以上
の選手に対して ５ 歳年齢が上がるごとに， １
ゲームにつき ５ 点のハンディキャップが加算さ
れる。また，JB は2010年から「全日本小学生
ボウリング競技大会」を開催している。この大
会では小学 ４ 年生， ５ 年生， ６ 年生の部門が設
けられ，学年別に競技がおこなわれる（JB，
2024b）。

これらの大会は JB のボウリング競技規則注 2 ）

が用いられ，どの年代も基本的に共通のルール
で競技がおこなわれている。使用するボールに
ついては，重量（16.00 ポンド：7.25 kg 以下）
や大きさ（円周は27.002インチ：68.58cm 以下，
26.704インチ：67.83cm 以上）の規定が設けら
れている。レーンについても，その長さは
ファールラインから １ 番ピンスポットの中心ま
で は60フ ィ ー ト：18.288m， 幅 は41イ ン チ：
1.0414m 注 ３ ）と定められており，例えば，小学
生は小さなボールや短いレーンを使用すると
いった用具・施設の変更はおこなわれない。

ボウリングは高齢になっても楽しむことがで
きる。ボウリング場経営者団体である公益社団
法人日本ボウリング場協会では，1996年から毎
年，趣味として月に １ 回以上ボウリングを楽し
んでいる高齢者を大相撲の番付に見立て「長寿
ボウラー」として公表している。令和 6 年度の
番付によると女性，男性ともに最高齢は100歳
である（公益社団法人日本ボウリング場協会，
2024）。

３ ．２ 　性別
ボウリングは性別に関係なく楽しめるスポー

ツである。
前述の「全日本小学生ボウリング競技大会」

は男女別に競技がおこなわれている（JB，
2024ｂ）が，「全日本年齢別ボウリング選手権
大会」では男女混合で競技がおこなわれ，女性
選手には １ ゲームにつき15点のハンディキャッ
プが与えられている（JB，2024a）。適正なハ
ンディキャップを設定することで，性別に関係
なく共に競い合うことが可能となる。

３ ．３ 　障害
ボウリングは障害のある人も取り組むことが

できるスポーツである。
「きこえない・きこえにくい人のためのオリ

ンピック」（一般社団法人全日本ろうあ連盟ス
ポーツ委員会，2022）であるデフリンピックに
おいて，ボウリングは1997年のコペンハーゲン
大会から正式種目として採用され，2025年東京
で開催される東京2025デフリンピックでも競技
がおこなわれる（International Committee of 
Sports for the Deaf，2024）。

一方，2026年に名古屋市で開催されるアジア
パラ競技大会では，ボウリング競技はおこなわ
れないが，2010年に開催された広州2010アジア
パラ競技大会から，2014年インチョン大会，
2018年インドネシア大会と ３ 大会にわたりボウ
リングは正式競技に採用され，運動機能障害，
視覚障害，知的障害区分において競技がおこな
われた。

2025年 1 月には，ボウリング競技の国際統括
組織である International Bowling Federation

（以下 IBF）が，パラボウリング世界選手権大
会を開催することになっている。この大会で
は，視覚障害（障害の程度別 ３ クラス），運動
機能障害（車いす利用，片上肢欠損，片下肢欠
損），知的障害の ７ つの障害区分で競技がおこ
なわれる（IBF，2024）。

ここでは，それぞれの障害の特性によるルー
ルや用具の工夫についてみていく。
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（ １ ）聴覚障害
聴覚障害のある人がボウリングをおこなう

際，特別なルールや用具の工夫をおこなう必要
がなく，健聴者と同じルール・用具でおこなわ
れる。「全日本デフボウリング選手権大会」に
おいては，JB ボウリング競技規則に準じて競
技がおこなわれている。練習ボールの開始・終
了などの合図が光の点灯やモニターなどによっ
て視覚的におこなわれるといった競技運営上の
工夫がなされるのみである（一般社団法人日本
デフボウリング協会，2024）。

（ ２ ）視覚障害
視覚障害のある選手については，International 

Blind Sports Federation（以下 IBSA）のクラ
ス区分を用いて，障害の程度により B 1 ，B 2 ，
B 3 の ３ つのクラスに分けて競技が実施され
る。IBSA の競技ルールでは，B 1 および B 2
クラス選手については，投球・助走確認のため
のガイドレール（図 １ ）の使用が認められてい
る。B 1 クラスの選手はアイマスクやアイ
シェードの使用が義務付けられる。また，全て
のクラスの選手は必要に応じて残ピンやボール
の軌道等の視覚的情報の説明を受けて競技をお
こなう。

（ ３ ）運動機能障害
運動機能障害については，IBF の世界選手権

大会では，片下肢欠損，片上肢欠損，車いす利

用の ３ つの区分で競技がおこなわれる。片下
肢・片上肢欠損の選手は義肢を装着することは
認められているが，電動式のものの利用は認め
られていない。また，車いす利用の選手も，競
技中の電動車いすの利用は認められていない。
車いすの安定のためにボウリングボールを ２ つ
搭載することのみが認められる（IBF，2024）。

片下肢・片上肢欠損選手は通常のルール・用
具で競技がおこなわれる。車いすの選手は，車
いすの使用以外は通常のルール・用具で競技が
おこなわれる。

（ ４ ）知的障害
知的障害のある選手の場合は，競技における

特別なルールや用具の工夫は必要がない。
ここまで，それぞれの障害について，必要な

ルールや用具の工夫をみてきた。ボウリング競
技は，障害の特性に応じて，アプローチ上での
使用用具が認められる以外は，障害のない人と
同じルールで競技がおこなわれている。

4.  �視覚に障害のある人とない人の「インクルー
シブチーム戦」

BBCJ では，2022年に開催された第19回全日
本視覚障害者ボウリング選手権大会より健常者
のボウリング競技団体である JB より推薦され
た健常者ボウラーと視覚障害者ボウラーが一つ
のチームを組み競技をおこなう「インクルーシ
ブチーム戦」を選手権大会の ２ 日目に開催して
いる。この「インクルーシブチーム戦」は同協
会が命名した競技で，「わが国における視覚障
害者のボウリング競技普及と視覚障害者ボウリ
ング関係者の交流，障害者をとりまくスポーツ
環境の充実，および多様性を認める共生社会実
現の促進を目的とする」（BBCJ，2024a）とい
う大会の目的を実践的に示す競技である。

まずは全日本選手権大会の １ 日目に開催され
る個人戦について説明する。個人戦は，参加選
手数がまだ少ないため，男女混合で実施してい図 1 　ガイドレール



インクルーシブスポーツとしてのボウリングの可能性

─ 47 ─

る。その際，女子には各ゲーム10点のハンディ
キャップが与えられている。また，IBSA のク
ラス分類を採用し， ３ つのクラスに分かれて競
技を実施している。ただし，本大会では B 3 の
カテゴリーに入らない視覚障害者についても，
特 別 に B 3 ク ラ ス で の 競 技 を 認 め て い る

（BBCJ，2024b）。
インクルーシブチーム戦はベーカー方式を採

用している。ベーカー方式とは，チーム戦とし
ておこなわれる方法で，チームメンバーはあら
かじめ自分たちで決めた投球順序に従って， １
つのレーンで １ フレームずつ交代で投球し10フ
レームを終了するという競技方式である。

本大会でのチーム編成は次のとおりである。
各チームには，原則 ３ 名の視覚障害ボウラーと
１ 名の視覚に障害のないボウラーが割り当てら
れる。視覚に障害のあるボウラーは同大会の個
人戦に参加した選手である。視覚に障害のない
ボウラーは，JB より推薦された全日本ナショ
ナルチームまたは全日本ユースナショナルチー
ムの選手である。

視覚に障害のあるボウラーについては， １ 日
目の個人戦 ６ ゲームの結果を，クラスや性別の
枠組みを外し，得点の高い方から順位付けす
る。例年30名程度の視覚障害のあるボウラーが
参加している。視覚障害のある参加選手を30名
とすると，第 1 位から30位までの順位が付けら
れる。この順位をもとに， 1 位・11位・21位の
選手を A チーム， 2 位・12位・22位の選手を
B チーム，…，10位・20位・30位を J チームと
割り当ててチームを編成する。

視覚に障害のないボウラーについては， １ 日
目に ３ ゲームの予選をおこない，その結果をも
とに，第 1 位の選手を J チームに， 2 位を I
チームに，…，10位の選手を A チームに割り
当て，視覚障害のあるボウラー ３ 名と視覚障害
のないボウラー １ 名の合計 ４ 名で競技力のバラ
ンスを取るようにしている。欠場者が出た場合

など，視覚障害のある選手数が， ３ の倍数にな
らない場合，J や I のチームは視覚障害のある
ボウラー ２ 名と視覚障害のないボウラー １ 名，
３ 名のチーム編成となる。

インクルーシブチーム戦のルールは，通常の
ベーカー方式と同じであるが，投球順について
条件を設けている。視覚に障害のないボウラー
はナショナルチームメンバーであり，ストライ
クを出す確率が高いため，最大 3 回投球できる
第10フレームの担当を認めていない。10フレー
ムには必ず視覚に障害のあるボウラーが投球す
ることと決めている。この場合， ４ 人チームで
は，第 1 ，第 5 ，第 9 フレームに視覚障害のな
いボウラーが投球する作戦をとるチームが多く
なる。３ 人チームでは，第 3 ，第 6 ，第 9 フレー
ムに視覚障害のないボウラーが投球するチーム
が多い。これは視覚障害のないボウラーの投球
フレームを増やすとともに，ゲームメイク上，
重要となる 9 フレーム目を担当させることで，
その力を最も有効に活用するためである。

通常のベーカー方式では，各チームが一つの
レーンで投球するが，本大会では一つのチーム
に １ ボックス， ２ レーンが割り当てられる。奇
数のレーンでは，ガイドレールを使用する視覚
障害のあるボウラーが投球し，それ以外のボウ
ラーは偶数レーンで投球する。このようにする
ことで，ガイドレールを使用する選手も，ガイ
ドレールを使用しない選手も，それぞれが最大
限の実力を発揮することが可能になる。

インクルーシブチーム戦では，視覚障害のあ
るボウラーが，ナショナルチームのボウラーか
らレーンコンディションに合わせて，どこを狙
えば良いかといったアドバイスを受けて投球を
おこなうことが可能である。一方，視覚障害の
ないボウラーも，仲間からの応援を受けなが
ら，チームのために最大限のパフォーマンスを
発揮しようと努める。

ここで，インクルーシブチーム戦に参加した



日本大学歯学部紀要 52，43‒51，2024

─ 48 ─

JB 推薦選手の声を紹介する。
・ボウリングはどんな人でも平等に戦えるいい
競技だなと改めて思いました。
・障害があろうがなかろうがボウリングを楽し
んでできるということが勉強になりました。
・今回参加したことで，視覚障害には種類があ
るということや，それに応じたハイタッチのし
かた，声のかけ方を学ぶことができました。
・ボウリングの持っている可能性の大きさに驚
くとともにスポーツの素晴らしさを実感しまし
た。障害のある選手も競技できるボウリングは
やはり素晴らしいスポーツだなと思いました。
またチーム戦においては，なるべく具体的に分
かりやすく伝えようと意識しました。

JB 推薦選手の声からは，ボウリング競技を
通じて，視覚障害についての学びや気づきを得
ていることがうかがえる。次は視覚障害のある
ボウラーの感想を紹介する。
・今回のチーム戦は新しい取り組みで，若い実
力のあるナショナルチームのメンバーと共に投
球するワクワク感のあるゲームとなりました。
一投一投が個人戦とは違う緊張感があり，勝利
するとチーム全員で喜びあえる大会になりまし
た。全員で助け合い最後は優勝することがで
き，チームそしてサポートスタッフの方々に感
謝です。
・今回，ナショナルチームの M 選手とチーム
を組ませて頂きました。M 選手の投球を間近
で拝見し，またボウリングのお話が出来て大変
参考になりました。またナショナルチームメン
バーとのチーム戦ということで注目度も高かっ
た様に思いました。次回もこのようなチーム戦
が出来れば良いと思いました。また，今まで組
んだことの無い選手との交流も出来て良かった
と思います。
・緊張もしましたが，とても楽しかったです。
トップボウラーの選手と一緒にやることで，
ボール選びだったり，ラインのとりかただった

りを教えてもらえるので，とても勉強になりま
した。

視覚障害のあるボウラーの感想には，JB 推
薦選手からの刺激について述べているものが多
かった。

2024年 ９ 月に開催された第21回全日本視覚障
害者ボウリング選手権大会に参加した視覚障害
ボウラーの最高年齢は81歳，平均年齢は，56.0
歳であるのに対し，障害のないボウラーは17.4
歳であった。年齢という点でもまさにインク
ルーシブチーム戦であったといえる。

BBCJ では，このような取り組みを通じて，
年齢，性別，障害の有無に関わらず，誰もが自
身の能力を最大限に発揮し，共に参加できるス
ポーツとしてのボウリングを実践的に示し，ダ
イバーシティ＆インクルージョンの実現に寄与
しようとしている。

5.  ボウリングの多様な楽しみ方
ここまで競技としてのボウリングを中心にみ

てきたが，ボウリングはレクリエーション，レ
ジャーとしても楽しめるスポーツである。特別
な用具がなくても，ボウリング場でシューズや
ボール（ハウスボール）を利用することができ，
気軽にプレイすることができる。

ボウリング場には 4 ポンドから16ポンドのハ
ウスボールが用意されており，自身の体力に
よってボールを選ぶことが可能である。 ４ ポン
ド：1.81㎏のボールを投球することが困難な幼
児用にボウリングランプ，ボウリングスロープ

（図 ２ ）が設置されているボウリング場も多い。
幼児や初心者がボウリングをする際にガター

（レーン横の溝）にばかりボールが落ちていた
のでは，楽しみも半減してしまう。そのため，
ガターをなくすバンパー（図 ３ ）が使用できる
レーンもある。最近では，レーンの中央まで歩
いていくことができるよう絨毯を敷き，レーン
を短く使用できるような工夫をおこなっている
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ボウリング場もある。その際、ボールをカート
に載せて運べるような工夫もなされている（図
４ ）。

ボウリングは多様な楽しみ方の中で，その人
の能力を発揮できる様々な工夫ができるスポー
ツである。

6.  おわりに
本稿ではインクルーシブスポーツとしてのボ

ウリングの可能性をみてきた。秋田（2022）は，
インクルーシブスポーツとは「ふとスポーツを
してみたいと思った時に，普通に当たり前にス
ポーツができる環境を整えること」だとしてい
る。

図 ５ は2008年から2023年までの全国のボウリ
ング場数の推移である。2008年には988あった
ボウリング場が，2016年には784，2023年には
659とその数を減らしている。

ボウリングというスポーツ自体はまさにイン
クルーシブスポーツであるといえる。しかしな
がら，ふとボウリングをしてみたいと思った時
に，当たり前にできる状況を確保するために

は，ボウリング場数の維持が必要である。我が
国のボウリング場はレーン数の多い大規模なも
のが多い。地域のスポーツ施設に ２ ボックス，
４ レーン設置されていたり，駅ナカに ８ レーン
のボウリング場があったりといった施設の多様
性があっても良いのかもしれない。

年齢，性別，障害の有無にかかわらず，誰も
が能力を発揮し、楽しめるボウリングをさらに
普及させるためには，身近な場所にボウリング
ができる施設が増えることが望まれる。

図 2 　ボウリングランプ、
　 ボウリングスロープ

図 3 　ガター防止バンパー 図 4 　レーンを短くする工夫

図 5 　ボウリング場数の推移
＊�公益社団法人日本ボウリング場協会調査データより筆者

作成（公益社団法人日本ボウリング場協会，2024）
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【注】
１ ）�2024年 ４ 月 １ 日より「公益財団法人全日本

ボウリング協会」の名称が「公益財団法人
JAPAN BOWLING」に変更された。

２ ）�国内のボウリング関連 9 団体によって設立
された日本ボウリング機構（JBO）は，ボ
ウリングの日本国内統一ルールとして「日
本ボウリング機構ボウリングルール」，通
称 JBO ルールを制定し，2024年 9 月24日
より施行された。今後は JBO ルールが使
用されることとなる。

３ ）�それぞれ，± 1 / 2 インチの許容範囲が設
定されている。


